
6月8日に、北広島町役場商工観光課の沖野係長様はじめ、今吉田の各種団体の代表

25名にお集まりいただき、活性化協議会設立に向けた話合いを行いました。
広島県、北広島町と締結した協定のなかに「今吉田地区活性化協議会」を設立し情

報の共有、公共性の担保、活性化事業を一体とな
って進めることが条件として定められています。
説明の冒頭、沖野係長様より、町としても全力で

支援するので、ともに学習していきたいとの挨拶を
いただきました。引き続き、これまでの経過、開発
ビジョン、取組状況の説明を、当機構側から行い、
参加者の皆様と意見交換を行いました。
具体的な案件、交渉している大学や企業、事業資

金、スケジュールなどについてご質問をいただきま
した。また、この計画は10年先、20年先と将来に向
けた計画なので子供達の意見や夢を語る場を設けて
はどうかなど活発な意見交換となりました。
今後、当協議会の規約などを定め、団体や個人の

方にも参加ただき、全員で力を合わせて今吉田地区
の活性化を図っていくことで一致しました。
次回は8月を目途に開催予定ですので、ぜひご参

加ください。

北デジ機構通信ｖｏｌ.１
〇事務局：
北広島町都志見 西村行政書士事務所内

〇電話/fax：0826-83-1133

今吉田地区を活性化する目的で、広島県有地を昨年4月に取得し、同11月に、北広島
町、今吉田自治会、当機構の三者で【今吉田地区活性化事業実施に関する基本協定】
を締結しました。
現在、複数の企業や大学などと誘致に向けた協議、交渉を行っております。
また、取組可能な事業については、工業団地周辺を含め賑わいと魅力のある今吉田

が実現できる一歩として少しずつ開始しております。
これまで地元の皆様に経緯などお知らせできず、どうなっているのかと、ご不安に

感じられたこともあったのではと思われます。そこでこの度、不定期となりますが、
取り組んでいる概要など掲載した、「北デジ機構通信」を創刊し、今吉田地区の全戸
に配布させていただくことにしました。
活性化事業などに関する情報、アイディアやご意見などお気軽にお聞かせください。

■ 精米所と米保管
倉庫の運営開始
本年3月に、丸冨士商

店様前に設置しました。
精米は月に約100件程度
ご利用いただいており
ます。

米保管倉庫には空調
設備を完備しています。

■仮設道路の伐採整地作業を開始します
6月中旬から、写真の黄色部分を作業道路として仮に
整地します。

（株）SUMIDA

■ワサビのスマート栽培
実証実験開始

ワサビのスマート栽培（コン
ピューター制御）の準備段階として、
戸谷の既設農業ハウスで栽培を始め
ました。
ゆくゆくは今吉田で栽培します。

■『源流米今吉田』の名称でブランド米として
販売を推進します！

全国お米グランプリで、今吉田からは、一昨年は準グランプ
リ、昨年は4名もの方々が銀賞を獲得しました。
今吉田地区の美味しいお米を、万代池をプリントした袋で販

売します。購入ご希望の方は下記申込先にご連絡ください。

・今吉田の方には 特別価格として
白米2㎏ 800円（税込）＋（送料別途実費）

・申込先：吉田信義さん（下郷）
携帯電話：090-1026－1009

※2kg以外に5㎏、10㎏、30㎏（各白米、玄米）も販売します。

■野菜無人販売所開設します
元中丸様宅の横に野菜などの無人

販売所を作りました。

ご家庭の畑で育った品などを取り扱
います。（販売の詳細は検討中で
す。）

なお、現在この野菜無人販売所の
愛称を募集中です！
（当機構事務局にお寄せください。）

■広島大学ベンチャー企業
（株）ガルスジャパンと提携
㈱ガルスジャパンは、広島大学と

東広島市、㈱サタケなどの出資によ
り設立された会社です。
「原種鶏の保存」と「ひな鳥」の

供給をおこなっています。
東広島市では「恋地鶏」の名称で全
国にブランド販売しています。

一般社団法人
北広島デジタル田園開発機構 整地作業

■今吉田地区活性化協議会設立の説明会

■鶏の分散平飼い実証実験始めました
4月末からニワトリの分散平飼い実証実験を始めました。

・成鶏飼育は、吉田信義さん、佐々木正さん
・ひな鶏飼育は、吉田省悟さんにご協力いただいています。

広島大学が、日本系のニワトリを、美味しい卵と鶏肉に
なるように特別に交配し開発した鶏です。

昨年開催されたＧ７広島サミットではランチの食材とし
て提供されました。また、銀座三越では一羽6480円もの高
値で販売され、肉も卵も美味し
いと好評です。
昔は各家庭の縁の下などで飼

育し、自給自足していたように、
分散飼育が出来れば、卵と肉の
生産だけではなく、庭や休耕田
の除草と文字通り一石三鳥の効
果が期待できます。
将来的には今吉田の特産品に

したいと考えています。
このニワトリは子供も抱っこ

ができるほどおとなしいです。

活性化協議会設立の説明会 野菜無人販売所

1号鶏舎 吉田信義さん

2号鶏舎 佐々木正さん

Ｇ７広島サミットで提供

商工観光課
沖野係長様挨拶
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”行きたい・住みたい・帰ってきたい”今吉田つくりを目指して!


